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東濃地震科学研究所 (TRIES)は深部低周波地震（以後 LFEと呼ぶ）を研究するため，2009年より愛知県豊田市に地震
観測点を設置し観測を続けてきた. これら観測点に加えて，産業技術総合研究所 (AIST)ボアホール観測点及び防災科学
技術研究所 (NIED)の Hi-net観測点 SMYHを組み合わせて 3D（立体）アレー (SMY立体アレー）とした．この 3Dア
レーの 14観測点のデータを使って東海地域で発生した LFEの波形について semblance解析を行い、P波と S波を検出す
る方法を開発し，震源決定を試みた (鈴木・他, 2012, 2013)．これにより 3Dアレーが LFEを研究するために有効である
ことが分かった。この成果を基に、東海 LFEの震源域から北方に 30-40 km離れた東濃十字アレー深部ボアホール観測
網と超高密度地震観測網の観測点が，地震観測用 3Dアレー（「東濃十字アレー」と呼ぶ）として使えるのではないかと
考え，その可能性を検討した．東濃十字アレーは、地殻活動総合観測用（浅井&石井，2012）の 1000m級深度が２か所
（BYB, JRJ）と 500m級深度が３か所 (TRI, HYS, TOS）のボアホール観測点を含む合計１７の地震観測点で構成され、立
体アレーとして見なすことができる．2014年 8-9月に東海 LFEが発生したので，この東濃十字アレーでこれらの LFEが
どのように観測されたか調べた．
東濃十字アレーの全ての観測点に加速度計（Akashi JEP-6B3）が配置され、それにより観測されたデータは東濃地震科

学研究所のデータベースに記録されている．それらの記録を次のような手順で処理した．　１．観測点によってサンプ
リング周波数が異なるので、波形記録を全て 100Hzに揃えた．　２．ボアホール観測点の水平動記録の方位をＮＳとＥ
Ｗに揃えた.また、上下動記録の極性を揃えた．　３．それぞれの加速度記録を積分して速度記録に変換し、さらに LFE
記録の主要周波数帯であるさらに 2-8Hzのバンドパスフィルターをかけた．
気象庁により報告された LFE震源の中から、マグニチュードが最大 (M=0.6)である LFEのうちの１つである LFE108

（震源時：2014/9/1, 15h26m40.77s）を選び出し、その UD成分とＥＷ成分の波形を調べた．その結果、ＵＤ成分からは
LFE108のＰ波と思われる波群が、明瞭ではないが検出された．またＥＷ成分からはそのＳ波と思われる波群が検出され
た．解析前の予想では、グランドノイズが小さい深井戸観測点の方が浅い観測点に比べて「LFEのシグナルを明瞭に記
録している」と思っていたが、予想に反して両者に著しい違いがないことが分かった．その理由は、個々の LFEのシグ
ナルを不明瞭にしている主要原因は、グランドノイズの大小ではなく、LFEがイベントとして連続的に多数発生してい
るため、Ｐ波、Ｓ波、コーダ波が互いに重なりあっていることによるものと思われる．
謝辞：解析には気象庁一元化データと防災科学技術研究所の Hi-Netデータを使用した．
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